
 
 

 

 

新型コロナウイルスの感染予防のため、４，５月は通信の

配布を控え、おもに Twitter で情報提供や活動報告を続け

てきました。６月からは北本駅などでの配布を再開するとと

もに、引き続き Twitter でも発信を続けていきます。お気軽

にフォローしてください。 

また、５月９日(土)に【特別号】（第１１号）を一部の新聞に

折り込みました。特別号を含め過去に発行した通信は、私の

ホームページからもお読みいただけます。 

新型コロナにより生活に影響がある皆さんへ 

北本市役所 相談窓口のご案内 

事業者の人へ（事業者向け支援メニューの案内） 

⇒ 産業観光課 電話 ５９４－５５３０ 

生活に困っている人へ（経済的な困りごとの相談） 

⇒ 福祉課 電話 ５９４－５５３６ 

 

北本市は５月２５日、新型コロナウイルス感染症対策として、市独自の緊急支援策である３本の柱に基づき、総事業費５億円を

超える事業を取りまとめ、発表しました。今回は主な支援策について、お知らせします。 

市民生活への緊急支援 

◆ 中小規模事業者等支援給付金 １億８，３２６万３千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により、直近１か月の

売上高等が前年同月に比して２０％以上５０％未満減少し

た中小規模事業者等に１０万円を給付します。 

◆ 創業者応援持続化給付金給付事業 １，５００万円 

創業後間もなく、国の持続化給付金の対象外になる事

業者に対し、３０万円を給付します。 

◆ 住まいの困窮者緊急支援事業 ３１１万６千円 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により住居を失っ

た人に対し、一時的に宿泊場所を確保することにより、生

活に困窮している方への緊急支援を行います。 

◆ 子育て支援臨時給付金給付事業 １，１３４万６千円 

 児童扶養手当を受給しているひとり親等世帯に対し、

支給対象の子ども一人に対し２万円を支給します（５月１１

日に支給済み）。 

※ ここに掲載したものは、緊急対策パッケージの一部です。

全体像は市のホームページに掲載されています。 

こどもの学習支援 

◆ おうちで読書 豊かな心を育む読書推進事業 

１，５４５万９千円 

臨時休校により長期間にわたり子どもたちが家庭の中

で過ごす時間が増えていることから、学習支援の一助とな

り、読書の習慣を持つきっかけとなるよう、市内の小中学

生に図書１冊と図書カード１，５００円分を配布します。 

◆ オンライン学習の環境整備 （総額は未発表） 

ＧＩＧＡスクール構想への対応 【裏面へ】 

 

感染対策の徹底 

◆ 集団検診等安心確保事業 ５７７万円 

集団で行う乳幼児検診、がん検診等において、新型コロ

ナウイルス感染拡大を防ぐため、飛沫防止パーテーション

や消毒薬、非接触型体温計を購入します。 

◆ 学校再開に向けた環境整備事業 ５６万６千円 

学校再開に向け、感染防止対策として、小・中学校に消

毒液及び非接触型体温計を配備します。 

特別定額給付金（１人一律１０万円支給）については、申請していただいた方に順次、給付の手続きをしているとのことです。 

対象となる世帯には５月２０日頃までに申請書が郵送されています。申請書が届いていない場合は、行政経営課(電話５９０- 

６４５５)までお問合せください。また、給付金に関して、市の職員が銀行のＡＴＭなどの操作させる、通帳やカードをお預かりす

る、メールを送りＵＲＬをクリックさせる、ということはありません。給付金サギにくれぐれもご注意ください。 

well-being 通信 
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北本市独自の新型コロナ対策支援策、議員報酬の削減などについてお知らせします。 

北本市議会議員 

桜井 すぐる 
安心をすべての人に届けたい 

北本市版 新型コロナウイルス感染症 緊急対策パッケージ 



２０２０．６ ウェルビーイング通信 第１２号 

ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想への対応 

国では、令和５年度までに小・中学校、特別支援学校等の

全児童生徒にＰＣ端末（１人１台）を整備する計画を立ててい

ましたが、これを前倒し、令和２年中に整備できるように予算

を措置しました。 

北本市でもこれを活用し

て、令和２年度中にタブレット

を１人１台整備できるよう検

討しているとのことです。 

ＧＩＧＡスクール構想には端

末の整備だけでなく、学校ネ

ットワーク環境の整備や、ＧＩＧＡスクールサポーター（ＩＣＴ技

術者等）の配置、遠隔学習環境の整備も含まれています。 

『多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、個別最適

化された学びを実現』するために、ＩＣＴ環境や先端技術の

効果的な活用が不可欠とされています。 

① 教室で授業が受けられない子の教育機会の確保 

② 子どもたちの成長に合った学びや支援の提供 

③ 可視化が難しかった学びの知見の共有や生成 

④ 学校における働き方改革（教員の負担軽減など） 

などが実現できるよう、試行錯誤をしながら、ＩＣＴ化を進

めていくことと思います。 

本市の教育におけるＩＣＴ化について、保護者の方だけで

なく、児童・生徒の皆様からもご意見をお待ちしています。 

【活動報告】新型コロナ対策電話相談に参加 

先月４月１９日に引き続き、５月２日、３日に浦和で開催さ

れた新型コロナ関連の無料電話相談会に参加しました。この

模様はＮＨＫの「クローズアップ現代＋」でも取り上げていた

だきました（５月７日放送）。 

４月の電話相談会では、特別定額給付金（１人１０万円）

に関する質問が大半でしたが、今回は休業になったのに手

当がもらえない、不当に解雇された、時給や歩合で働いてお

り給料が減って生活できないといった雇用・労働についての

相談を多く受けました。 

また、２日間で埼玉会場に電話をいただいた９９人のうち

（すでに生活保護を利用している方を除く）、およそ３人に１

人（３２人）が所持金５万円以下、さらに５人に１人（２１人）

が所持金千円以下という状況でした。ギリギリまで追い詰め

られた人が、日々急増している状況を実感しました。 

こうした実情を基に、弁護士や社会福祉士が制度改正を

国に訴え、雇用調整助成金の見直しなどが進められていま

す（「生存のためのコロナ対策ネットワーク」で検索していた

だくと実際の「政策提言」をご覧いただけます）。 

なお、北本市に対しては、会派で要望書を提出したり、市

議会で決議をしたりして対応を求めているほか、細かな点に

ついては直接対応をお願いしています。 

市に対するご意見・ご要望・ご相談などある場合は、私ま

でメールなどによりご連絡ください。 

◎ 臨時会で議員報酬の臨時引き下げを決定！市長・副市長・教育長も給料を引下げ。 

議員報酬 ６か月間、１０％削減を議決 

新型コロナウイルス感染症による市民生活や市財政への

甚大な影響を考慮し、議員報酬を臨時的に引き下げる条例

の議案を提出するため、市民の力の３人を含む議員９人で

臨時会の開催を求めました。 

臨時会は５月１９日に開催され、議員報酬を引き下げる議

案は全員賛成で可決されました。市長からも市長・副市長・

教育長の給料を引き下げる議案が提出され、こちらも可決さ

れました。引き下げの内容は次のとおりです。 

期 間： 令和２年６月から１１月まで６か月間 

削減率： 議員 １０％（期末手当を含む） …20人 

市長 ２０％、副市長 １５％、教育長 １０％ 

補正額： 議員 △６２６万２千円、市長等 △２１８万５千円 

市議会では議員報酬の他に、委員会の行政視察に関する

経費や政務活動費についても今後削減する予定です。削減

により生み出された財源は、執行部において新型コロナウイ

ルス感染症対策に活用していただきます。 

 

◆ 議員報酬の引上げ 

今年３月の定例会において議員報酬を引上げました。これ

は特別職報酬等審議会の答申に基づき実施したものです。 

審議会からは、平成１０年以降長らく据え置きが続いてい

た状況や県内他市及び類似団体の平均水準を下回っている

状況から、引き上げが必要であるとの判断に至ったとの意見

がありました。 

引上げ額は、議長、副議長が月額４千円、その他の議員は

月額３千円（議員：352,000円→３５５，０００円）です。 

発行者 桜井 卓（会派：市民の力） １期目 

住 所 北本市高尾１－１６６－６ 

電 話 ０９０－９３８９－３５７２ 

メール sakuraisuguru.kitamoto@gmai.com 

★新型コロナに関する情報や北本市政に関する情報を、 

Twitterや公式ホームページでお知らせしています。 

Twitter ： 桜井すぐる（@sakuraikitamoto） 

ホームページ： 「桜井すぐる」で検索してください。 


